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論 文 内 容 の 要 旨 
[目的] 
生活習慣の欧米化とともに本邦でも動脈硬化性疾患の割合が増加しており、最近では
脳血管障害(cerebrovascular disease: CVD)、冠動脈疾患(coronaryartery disease: 















CAS の術前検査として行われた、連続 43 例の頚動脈狭窄症の CTA の所見を検討した。
男性 35 例、女性 8 例で、年齢は 37 歳から 82 歳まで、平均 70.3 歳であった。43 例
のうち 18 例には虚血性心疾患の既往があり、そのうち 6 例は冠動脈バイパス手術、7 
例は冠動脈ステント留置術が施行されていた。29 例で高血圧、20 例で糖尿病、9 例で
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PAD の合併を認めた。また28 例には脳梗塞または一過性脳虚血発作の既往を認めた（脳
梗塞：28 例、一過性脳虚血発作：1 例）。 
方法 
Siemens 社の SOMATOM Sensation Cardiac 64 を用い、非イオン性の造影剤を
368mgI/kg/20 sec の速度で原則として右肘静脈から静脈内投与し撮影した。右鎖骨下
静脈の造影剤の影響を排除するため、生理食塩水 20cc を造影剤の後に流し撮影した。
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よう注意しながら手技を行うことで、合併症を回避した。血栓付着が明らかな病変を有
する２例と、解離性動脈瘤の１症例については治療法針を CAS から CEA に変更した。 
2. 穿刺部大腿動脈近傍の病変 











骨動脈の閉塞が強く危惧されたため、治療法を CEA に変更した。 
以上、合計 4 例(大動脈血栓付着の 2 例、大動脈解離 1 例、総頚動脈起始の椎骨動
脈 1 例)において CAS から CEA への治療方針の変更が必要であった。 





続いて異常所見を認めた 17 例と異常所見を認めなかった 26 例の両群で、CAS の合




なかった。治療法の変更は、アプローチ経路に所見があった 17 例のうち 4 例で CAS を
中止せざるをえず、所見のなかった 26 例では CAS が通常通り施行できた（p=0.019）。 
 
[総括] 
頚動脈治療を計画した 43 例中 17 例(17 カ所)に、CTA にてアプローチ経路に存在す
る高危険血管病変が確認された。その結果、17 例中 4 例で治療手段を CAS 以外の方法
に変更した。CTA でアプローチ経路に異常所見を認めた 17 例と所見を認めなかった 26 
例の比較では、所見を認めた群において年齢、高血圧の罹患率が有意に高かった。糖尿
病には有意差はないものの、所見のあった群で高い傾向があった。CAS のアプローチ経
路に関する合併症は両群ともなく、これは合併症の高危険群に対して治療法の変更を行
った結果、合併症を未然に防ぐことができたためと考えられ、術前の CT 検査の有用性
を示した結果と考えられた。 
